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■背景と目的
　社会保険料の未加入対策として、国土交通省から専門工事団体に対して社会保険料を明示した標準見積書の作成が求
められた。上部団体である公益社団法人全国鉄筋工事業協会が作成した標準見積書を当組合では全国に先駆けて採用を
決定。全組合員が標準見積書を利用することと、それに伴う適正な施工単価での受注を推進した。

■事業・活動の内容と手法
　まず外部専門家をアドバイザーに迎えた標準見積普及委員会を発足させ、専門家の指導に基づいて戦略と計画を立案
した。
　委員自らが標準見積書を試用し、不都合点を公益社団法人全国鉄筋工事業協会に依頼して改善を行った。それを元に
マニュアルも作成し、標準見積書作成パソコン研修会による操作習得と個別フォローを実施した。全組合員が標準見積
書を作れるようにきめ細かい指導を行った。
　標準見積書の普及のために毎月アンケートを行い、（標準見積書を活用することで）受注単価が上昇することを具体的
な数値で提示して全組合員に普及啓蒙を行った。その結果、標準見積書を利用する組合員が増加。他方、元請に対して
も新聞等を通じて当組合の取組みをアピールし、随時理解を求めていった。

■成果
　成果としては、圧接工事業者を除く４７社中３３社の組合員が標準見積
書を利用するようになり、その結果、施工単価を大幅に上昇させることが
できた（ｔ当たり施工単価
が概ね４０，０００円以下
から６５，０００円にも上
昇）。
　その要因は、外部専門家
を交えた標準見積普及委員
会の積極的な活動にある。
しかし何よりも業界の発展
を願う理事長をはじめとす
る委員の使命感が大きな原
動力である。
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富山県鉄筋工事業協同組合
使命感による標準見積書普及活動と適正単価の実現

 住　所 〒９３９－３５４２　富山県富山市水橋開発８１２番
 電話番号 ０７６－４７８－４０８１ ＵＲＬ http://www.zentekkin.or.jp/list/toyama.html
 設　立 平成４年６月 出資金 １６, ７４０千円
主な業種 鉄筋工事業 組合員 ５１人

▲標準見積書
・エクセル
・左下にあるように、色分けしてわかりやすいように工夫
・中央下部には社会保険料が明示されている

▲アンケート結果
・アンケートの結果を上記のようにまとめて、全組合員に
　毎月報告

▲普及研修会

事業 ･ 活動推進のキーファクター
外部専門家の知恵を引き出し、積極的で自主的な活動の源であった「業界のため」という標準見積
普及委員会の使命感と団結心こそが本事業の成功要因である。




